
資料 1. 調査団員氏名、所属 
 

＜基本設計調査時＞ 2003 年６月 22 日 ～ ７月 10 日 
松浦 正三 【総括】 国際協力事業団 
  無償資金協力部長 
多田 祐子 【技術参与】 国立国際医療センター 
  国際医療協力局派遣協力第二課 
武村 勝将 【計画管理】 国際協力事業団 
  無償資金協力部 業務第二課 

井川 正博 【業務主任/建築計画】 株式会社 日本設計 
笹田 志穂 【医療計画】 株式会社 日本設計 
伊藤 仁志 【建築設計】 株式会社 日本設計 
岡田 有弘 【設備計画】 株式会社 日本設計 
與座 卓 【機材計画】 株式会社 エム・イー企画 
清水 一則 【調達計画/積算】 株式会社 日本設計 
加藤 和範 【通訳】 株式会社 日本設計 
高木 昭博 【設備計画 補佐】 株式会社 日本設計 
坂下 伸一 【機材計画 補佐】 株式会社 エムイー企画 

 

＜基本設計調査概要説明時＞ 2003 年９月 28 日 ～ 10 月８日 
戸塚 真治 【総括】 独立行政法人 国際協力機構 
  無償資金協力部 業務第二課 
  課長代理 
小原 博  【技術参与】 国立国際医療センター 
  国際医療協力局・渡航者健康センター 
  派遣協力専門官 

井川 正博 【業務主任/建築計画】 株式会社 日本設計 
笹田 志穂 【医療計画】 株式会社 日本設計 
伊藤 仁志 【建築計画】 株式会社 日本設計 
岡田 有弘 【設備計画】 株式会社 日本設計 
與座 卓 【機材計画】 株式会社 エムイー企画  
清水 一則 【調達計画/積算】 株式会社 日本設計 
加藤 和範 【通訳】 株式会社 日本設計 
坂下 伸一 【機材計画 補佐】 株式会社 エムイー企画 

 



資料 2. 調査日程 
 

基本設計調査日程 
日数 月日 曜日 日  程 
1 6/22 日 コンサルタント調査団員 成田 → バンコック → ハノイ 

技術参与 成田 → ホーチミン 
2 6/23 月 技術参与 ホーチミン → ハノイ 

午前 計画投資庁表敬・打合せ 
午後 JICA 事務所打ち合わせ、バックマイ病院プロジェクト専門家打合せ 

3 6/24 火 総括 成田 → バンコック → ハノイ 
午前 保健省表敬・打合せ 
午後 気象水文総局表敬・打合せ、 

ハノイ → フエ 
4 6/25 水 総括  

午前 大使館打合せ、保健省表敬、ハノイ → フエ 
その他の調査団員  
午前 病院との協議（施設計画、医療機材、医療現状・体制） 
午後 病院調査、病院との協議（施設計画、医療機材、医療現状・体制） 

5 6/26 木 午前 病院との協議（施設計画、医療機材、医療現状・体制） 
午後 病院との協議（施設計画、医療機材、医療現状・体制） 

6 6/27 金 午前 病院との協議（施設計画、医療機材、医療現状・体制） 
午後 病院との協議（施設計画、医療機材、医療現状・体制） 

7 6/28 土 午前 資料整理 
午後 病院との協議（ミニッツ） 

8 6/29 日 官団員・業務主任・医療計画・通訳 フエ → ハノイ 
その他の調査団員 施設計画案作成、医療機材案作成、資料整理 

9 6/30 月 官団員・業務主任・医療計画・通訳 
午前 ミニッツ署名 
午後 大使館報告 
（官団員 ハノイ → 成田） 
その他の調査団員 
午前 病院との協議（施設計画、医療機材、医療現状・体制） 
午後 病院との協議（施設計画、医療機材、医療現状・体制） 

10 7/ 1 火 午前 病院との協議（施設計画、医療機材、医療現状・体制） 
業務主任・医療計画・通訳 ハノイ → フエ 
午後 病院との協議（施設計画、医療機材、医療現状・体制） 

11 7/ 2 水 午前 病院との協議（施設計画、医療機材、医療現状・体制） 
午後 病院との協議（施設計画、医療機材、医療現状・体制） 

12 7/ 3 木 午前 病院との協議（施設計画、医療機材、医療現状・体制） 
午後 フエ医科大学付属病院 調査、 

病院との協議（施設計画、医療機材、医療現状・体制） 
13 7/ 4 金 午前 病院との協議（施設計画、医療機材、医療現状・体制） 

午後 病院との協議（施設計画、医療機材、医療現状・体制） 
調達計画/積算担当 ダナンへ移動、資材調達調査、現地資材調査 

14 7/ 5 土 午前 病院との協議（施設計画、医療機材、医療現状・体制） 
午後 病院との協議（施設計画、医療機材、医療現状・体制） 
調達計画/積算担当 フエへ移動 

15 7/ 6 日 午前 病院との協議（施設計画）、資料整理 
午後 病院との協議（医療機材）、施設計画案作成、現地再委託契約 



日数 月日 曜日 日  程 
16 7/ 7 月 午前 病院との協議（医療機材）、施設計画案作成 

午後 病院との協議（施設計画） 
17 7/ 8 火 午前 テクニカルメモランダム署名 

午後 フエ → ハノイ 
18 7/ 9 水 午前 JICA 調査報告 

午後 資材調達調査、現地資材調査 
19 7/10 木 ハノイ → バンコック →  
20 7/11 金 → 成田 

 

基本設計調査概要説明日程 
日数 月日 曜日 日  程 
1 9/28 日 調査団員 成田 → バンコック → ハノイ 
2 9/29 月 午前 在ベトナム日本大使館表敬・打合せ 

午後 JICA 事務所打ち合わせ、計画投資庁表敬・打合せ 
3 9/30 火 午前 保健省表敬・打合せ 

午後 ハノイ → フエ 
4 10/ 1 水 午前 病院との協議（施設計画、医療機材、医療現状・体制） 

午後 病院との協議（施設計画、医療機材、医療現状・体制） 
5 10/ 2 木 午前 病院との協議（施設計画、医療機材、医療現状・体制） 

午後 病院との協議（施設計画、医療機材、医療現状・体制） 
6 10/ 3 金 午前 病院との協議（ミニッツ案） 

午後 病院との協議（施設計画、医療機材） 
7 10/ 4 土 午前 資料整理 

午後 病院との協議（医療機材） 
8 10/ 5 日 午前 資料整理 

午後 フエ → ハノイ 
9 10/ 6 月 午前 ミニッツ作成、資料整理 

午後 ミニッツ署名、在ベトナム日本大使館報告、JICA 事務所報告 
技術参与 ハノイ → 成田 

10 10/ 7 火 調査団員（技術参与以外） ハノイ → バンコック → 
11 10/ 8 水 → 成田 

 



資料 3. 相手国関係者リスト 
 
1. ベトナム国関係者 所属・肩書  

1-1. 計画投資省：MPI 
 Mr. Ho Minh Chien Deputy Director, Department of Labor 

and Social - Culture Affairs 
労働・社会文化局副局長 

 Mr. Tran Kim Nguyen Senior Expert, Department of Labor and 
Social - Culture Affairs 

労働・社会文化局主任技師 

 Mr.Nguyen Xuan Tien Department of International Economic 
Relation 

国際経済関係部 

    
1-2. 保健省：Ministry of Health：MOH 
 Tran Trong Hai MD. Ph. D Director General, Department of 

International Cooperation 
国際協力局局長 

 Tran Thi Giang Huong MD. Deputy Director, Department of 
International Cooperation 

国際協力局副局長 

 Dr. Do Khang Chien Deputy Director, Department of 
Therapy 

治療局副局長 

 Dr. Nguyen Minh Toan Deputy Director, Department of 
Medical Equipment & Construction 

医療機材・建設局副局長 

    
1-3. 気象水文総局 
 Ms. Dilong Lien Chan  副センター長 
 Mr. Nguyen Lan Chan  雨量予測室長 
 Mr. Nguyen Hui Hai  中長期予報室長 
 Mr. Le Thanh Hai  短期予報室長 
    
1-4. チュアンティエンフエ省人民委員会 
 Mr. Nguyen Van Me Chairman 委員長 
    
1-5. フエ中央病院：HCH 
 Prof. Pham Nhu The Director of HCH 院長 
 Dr. Nguyen Ngoc Luyen Vice Director of HCH 副院長（財務担当） 
 Nguyen Duy Thang MD. Ph.D. Vice Director of HCH 副院長（医療技術担当） 
 Bui Duc Phu MD. Ph.D. Vice Director of HCH 副院長（臨床担当） 
 Dr. Van Cong Trong General Planning Department 計画局 
 Mr. Hoang Ngoc Son Directorial Secretariat & 

International Cooperation 
秘書・国際協力局 

 Mr. Nguyen Trung Construction Department 建設局 
 Mr. Hoang Xuan Thank Equipment & Facility Department 医療機材・施設局 
 Mr. Camh Lam Security Department 保安局 
    
1-6. チュアンティエンフエ県建設局 
 Mr. Nguyen Van Cao Director 局長 
 Mr. Nguyen The Truyen Vice Director 副局長 
 Mr. Nguyen Duc Thang  建築計画管理室長 
    



1. ベトナム国関係者 所属・肩書  

1-7. フエ医科大学 
 Prof. Huynh Van Minh MD Chief of Research & International 

Relations Department 
研究・国際関連局局長 

 Nguyen Van Tap MD. Ph.D. Chief of Research & International 
Relations Department 

研究・国際関連局副局長 

 Mr. Le Minh Dien Chief of Foreign Language Department 外国語局局長 
  
1-8 フエ省保健局 
 Dr. Nguyen Duc Hue Director 局長 
    
1-9 フエ市立病院 
 Ks. Nguyen Guang Hien Vice Director 副院長 
    
1-10 チュアンティエンフエ建設会社 
 Ks. Nguyen Thi Thuy Hoa Director 社長 
 Eng. Le Quy Dinh Deputy Director 副社長 
    

2. 日本国関係者 

2-1. 在ベトナム日本国大使館   
 瀧川拓哉  書記官 
    
2-2. JICA ベトナム事務所 
 菊池文夫  所長 
 戸川正人  次長 
 林 由紀  所員 
 小林一之   企画調査員 
    
2-3. バックマイ病院プロジェクト 
 金川修造  チーフアドバイザー 
 河村恵子  業務調整 
 實吉佐知子  看護管理専門家 
 田中雅子  地域医療専門家 
    

 

 



資料4. 当該国の社会経済状況（国別基本情報抜粋） 

ヴィエトナム社会主義共和国 
 

Socialist Republic of Viet Nam 

 

一般指標  

政体 社会主義共和国 ＊1 首都 ハノイ（Hanoi） ＊2 

元首 ＊1,3 主要都市名 ホーチミン、ハイファン、ダナン ＊3 

 

大統領（国家主席）／チャン・ドク・ル
オン (Tran Duc LUONG)  労働力総数 40,408千人 (2000 年) ＊6 

独立年月日 1945年9月2日 ＊3,4 義務教育年数 ５年間 (    年) ＊13 

主要民族／部族名 ヴィエトナム人90％、中国系3％、少数民族 ＊1,3 初等教育就学率 110.2％ (1998 年) ＊6 

主要言語 ヴィエトナム語 ＊1,3 中等教育就学率 61.4％ (1998 年) ＊6 

宗教 仏教80％、カトリック、カオダイ教他 ＊1,3 成人非識字率 6.6％ (2000 年) ＊6 

国連加盟年 1977年9月20日 ＊12 人口密度 241.24人/㎞ 2 (2000 年) ＊6 

世銀加盟年 1956年9月21日 ＊7 人口増加率 1.9％(1980 -2000 年) ＊6 

IMF加盟年 1956年9月21日 ＊7 平均寿命 平均68.20  男65.90  女70.60 ＊10 

国土面積 331.68千㎞ 2 ＊1,6 ５歳児未満死亡率 34/1000 (2000 年) ＊6 

総人口 78,523千人 (2000 年) ＊6 カロリー供給量 2,582.7cal/日/人 (2000 年) ＊17 
        
経済指標  

通貨単位 ドン（Dong） ＊3 貿易量  (2000 年)  

為替レート １ＵＳ＄＝15,395.00 (2002年 12月) ＊8 商品輸出 14,448 百万ドル ＊15 

会計年度 Dec. 31 ＊6 商品輸入 -14,073 百万ドル ＊15 

国家予算  (2001 年)  輸入カバー率 2.3（月） (2000 年) ＊14 

歳入総額 97,750 Billions of Dong ＊9 主要輸出品目 原油、繊維、水産物 ＊1 

歳出総額 117,180 Billions of Dong ＊9 主要輸入品目 機械、石油製品、衣料品材料 ＊1 

総合収支 110百万ドル (2000 年) ＊15 日本への輸出 2,616百万ドル (2001 年) ＊16 

ODA受取額 1,699.5百万ドル (2000 年) ＊19 日本からの輸入 1,785百万ドル (2001 年) ＊16 

国内総生産（GDP） 31,343.61百万ドル (2000 年) ＊6     

一人当たりのGNI 390.0ドル (2000 年) ＊6 総国際準備 15,898.8百万ドル (2000 年) ＊6 

分野別GDP 農業 24.3％ (2000 年) ＊6 対外債務残高 12,786.9百万ドル (2000 年) ＊6 

 鉱工業 36.6％ (2000 年) ＊6 対外債務返済率(DSR) 7.5％ (2000 年) ＊6 

 サービス業 39.1％ (2000 年) ＊6 4.1％  ＊6 

産業別雇用 農業 男    ％ 女   ％ (1998-2000年) ＊6 
インフレ率 
(消費者価格物価上昇率) (1990－2000年)  

 鉱工業    ％      ％ (1998-2000年) ＊6     

 サービス業   ％      ％ (1998-2000年) ＊6 国家開発計画  

実質GDP成長率 7.9％ (1990-2000年) ＊6  

10ヵ年経済社会発展戦略、第７次五ヵ
年計画、包括的貧困削減成長戦略 ＊11 

 

気象 （  年～  年平均）観測地：ハノイ（北緯21度01分、東経105度 52分） ＊4,5 

月 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 平均／計  

降 水 量 18.0 26.0 48.0 81.0 194.0 236.0 302.0 323.0 262.0 12.03 47.0 20.0 1680.0mm  

平均気温 20.4 20.4 23.1 27.3 31.7 32.8 32.7 32.0 30.9 28.8 25.6 22.0 27.3℃  

 
＊1 各国概況（外務省） ＊10 Human Development Report 2002 (UNDP) 
＊2 世界の国々一覧表（外務省） ＊11 County Profile (EIU), 外務省資料等 
＊3 世界年鑑2002（共同通信社） ＊12 United Nations Member States 
＊4 最新世界各国要覧10訂版（東京書籍） ＊13 Statistical Yearbook 1999 (UNESCO) 
＊5 理科年表2000（国立天文台編） ＊14 Global Development Finance 2002 (WB) 
＊6 World Development Indicators 2002 (WB) ＊15 International Financial Statistics Yearbook 2002 (IMF) 

＊16 世界各国経済情報ファイル2002（世界経済情報サービス） ＊7 BRD Membership List (WB) 
IMF Members’ Financial Data by Country (IMF) ＊17 FAO Food Balance Sheets 2002年6月FAO Homepage 

＊8 Universal Currency Converter 注： 
＊9 Government Finance Statistics Yearbook 2001 (IMF)  

商品輸入については複式簿記の計上方式を採用しているため
支払い額はマイナス標記になる 



 

ヴィエトナム社会主義共和国 
 

Socialist Republic of Viet Nam 

 

我が国におけるODAの実績 （単位：億円） ＊18 
年度 

項目 1996 1997 1998 1999 2000  

技術協力 33.52 42.22 46.36 60.74 74.32  

無償資金協力 80.35 72.97 81.86 46.41 80.67  

有償資金協力 810.00 850.00 880.00 1,012.81 709.04  

総額 923.87 965.19 1,008.22 1,119.96 864.03  

 

 

当該国に対する我が国ODAの実績 （支出純額、単位：百万ドル） ＊18 
暦年 

項目 1996 1997 1998 1999 2000  

技術協力 46.67 54.35 45.98 61.66 91.49  

無償資金協力 46.37 79.08 55.46 84.87 41.52  

有償資金協力 27.81 99.06 287.18 533.46 790.66  

総額 120.86 232.48 388.61 679.98 923.68  

 

 

OECD諸国の経済協力実績（2000年） （支出純額、単位：百万ドル） ＊19 
 

贈与(1) 
（無償資金協力・ 
技術協力） 

有償資金協力 
(2) 

政府開発援助 
（ODA） 

(1)＋(2)＝(3) 

その他政府資金 
及び民間資金(4) 

経済協力総額 
(3)＋(4) 

 

二国間援助 
（主要供与国） 

427.5 820.1 1,247.6 -500.5 747.1  

1. Japan 133.0 790.7 923.7 -477.3 446.4  

2. France 26.2 26.7 52.9 48.8 101.7  

3. Denmark 40.7 0.3 41.0 0.0 41.0  

4. Belgium 38.3 -0.3 38.0 -7.5 30.5  

多国間援助 
（主要援助機関） 

47.3 388.6 435.9 45.0 480.9  

1. AsDB   197.7 38.6 236.3  

2. IDA   172.9 0.0 172.9  

その他 6.3 9.7 16.0 -11.7 4.3  

合 計 481.1 1,218.4 1,699.5 -467.2 1,232.3  

 

 

援助受入窓口機関 ＊20 

技術協力： 計画投資省（MPI） 
無償： 計画投資省（MPI） 
協力隊： 計画投資省（MPI） 

 

 

＊18 政府開発援助(ODA)国別データブック2001（国際協力推進協会）   
＊19 International Development Statistics (CD-ROM) 2002 OECD   
＊20 JICA資料    



 

資料 5. 討議議事録（Ｍ／Ｄ） 
（1） 基本設計調査時 
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